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１．目的
光が丘地区複合施設の新設施設について、次世代を担う子どもたちに自由な発想でやっ

てみたいことなどを考えてもらうため、光が丘小学校へ出向き、意見聴取しました。

２．日時
令和８年２月４日（水） ２，３時限目で１クラス１コマずつ

２時限目 9:35～10:20 ３時限目 10:40～11:25

３．参加者
光が丘小学校３年生２クラス １クラス３７名ずつ

（1/3程度が青葉小から転校してきた児童）

４．実施方法
基本計画について説明後、新築施設やグラウンドで何をしたいか、どのような設備が

あったらよいかなどについてアイディア出しをして、班で発表してもらいました。

５．出た意見について
実際に児童が作成したシートを回覧しますのでご覧ください。

資料１



意見まとめ
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 広場（グラウンド）について
• スポーツではサッカー、バスケが人気。
• 種目によってエリアを分けるのも選択肢の一つ。
• 遊具ではブランコ、ジャングルジム、すべり台が人気。
• 未就学児、小学生それぞれのサイズが欲しいという意見があった。
• 他にはふわふわドームやお祭りなど。

 遊戯室について
• 室内用の遊具ではボールプール、すべり台、トランポリンが人気。
• 年齢によって遊ぶエリアを分けたり、それぞれに合った遊具を入れたいという意見があった。
• ボルダリング、ゲームができるスペース、休めるスペースなど。
• 他にはおままごと、サッカー盤、射的など多種多様な意見が出た。

 防音遊戯室について
• カラオケ（採点付きという意見も）を入れたいという意見が多い。
• 他にはダンス、楽器演奏など。

 その他
• 子ども食堂、自動販売機、本を読めるスペースなど。

 意見に対する今後の対応について
• 室外の遊具については、可能な限り設計に反映していく。
• 室内の遊具や物品は、和泉短大の学生さんの意見も取り入れて決めていく。
• 様々な年代の子どもが使えるように、という視点が重要。


